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西日本新聞（平成3年6月18日）

西日本新聞（平成3年10月24日）

西日本新聞（平成3年10月23日）西日本新聞（平成3年10月23日）

西日本新聞（平成3年10月21日）

毎日新聞（平成3年9月28日）

九州大学伊都キャンパス

■海部内閣（平成元年6月～平成3年11月）1991
平成3年

1991黎明期
福
岡
市
西
区
元
岡
・
桑
原
地
区

へ
の
移
転
決
定

平
3
・
10

TOPICS
●ソ連解体（平成3年12月）

九州大学における施設の老朽化と狭隘化、キャンパスの分散状態等を解決するため、
長年の懸案となっていた福岡市西区元岡桑原地区への統合移転を学内決定した。
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○
新
キ
ャ
ン
パ
ス
の
エ
リ
ア
を
決
定

　
福
岡
市
2
4
3
ha
、
前
原
市
1
　
、

　
志
摩
町
31
　
、
計
2
7
5
ha

ha

ha

ha

1992
平成4年

1992　2004胎動期

計画初期の検討案

計画初期の検討案

現地踏査の様子

現地確認の様子

○「
九
州
大
学
に
お
け
る
大
学

　
改
革
の
基
本
構
想
」を
決
定

○「
新
キ
ャ
ン
パ
ス
基
本
構
想

　（
第
0
次
案
）」を
決
定

○「
九
州
大
学
新
キ
ャ
ン
パ
ス

　
基
本
構
想（
1
次
案
）」を
決
定

平
4
・
3

平
4
・
6

平
5
・
11

平
6
・
3

　知の拠点づくりの軌跡と展望

■宮澤内閣（平成3年 11月～平成5年 8月）
TOPICS
●山形新幹線開業（平成4年7月）
●阪神淡路大震災（平成7年1月17日）
●若田光一氏 スペースシャトル・エンデバー号による「STS-72」ミッションに日本人初のMSとして参加（平成8年1月）

キャンパス用地を確定し、事業の検討を精力的に開始した。
1993年には、新キャンパス計画推進室を設置し、基本構想、基本計画の策定に着手した。
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キャンパス用地の埋蔵文化財、水循環環境、生物多様性の確保など、
数多くの課題に配慮した土地造成基本計画を決定し、
マスタープランと学術研究都市構想づくりに着手した。

平成12年九州大学キャンパス統合移転
事業造成着工式

平成10年

1998

○「
新
キ
ャ
ン
パ
ス
の
土
地
造
成
基
本
計
画
」

　

を
決
定

○
九
州
大
学
学
術
研
究
都
市
推
進
協
議
会

　

設
置

航空写真（平成12年）

■橋本内閣（平成8年1月～平成10年7月）

■小渕内閣（平成10年7月～平成12年4月）

TOPICS
●気候変動枠組条約（COP3- 京都議定書）採択（平成9年12月）

●福岡都市高速が太宰府 ICに接続（平成11年3月27日）

●沖縄サミット開催（平成12年7月）

平
10
・
5

平
10
・
5

平
11
・
7

平
10

平
11

平
12
・
2

平
12
・
3

平
12
・
6

平
12

■地形と水資源の保全

用地全体が丘陵地で分水

嶺を境に周辺地域で井戸

水や地表水が使用してお

り、遊水池や荒廃地の森

林保存など水の保全に十

分配慮する必要がある。

■埋蔵文化財

用地内には、前方後円墳

6 基、円墳 68 基等の古

墳が確認されており、取

扱方針を定め、記録保存

や現状保存等を行う。

■造成勾配と土量バランス

造成勾配は、自然地形を残

しながら造成するため、

2％～ 5％の勾配とし、残

土搬出に伴う工事費や工事

車両の抑制のため、土量バ

ランスを極力確保する。

■緑地の保存

キャンパスの緑地は、周

辺との緩衝緑地としての

機能が必要であり、保存

される緑地の森林率が確

保される必要がある。

■防災調整池

水崎川や大原川など流域

の防災調整池については、

自治体の基準等に基づき

開発に伴う急激な雨水流

出の抑制を図る。

○「
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
ゾ
ー
ン
内
の

　

ゾ
ー
ニ
ン
グ
と
移
転
順
序
」を
決
定

○「
新
キ
ャ
ン
パ
ス
・
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

　

の
基
本
的
考
え
方
」を
決
定

○「
新
キ
ャ
ン
パ
ス
造
成
基
本
設
計
」を

　

決
定

○
造
成
工
事（
Ⅰ
工
区
）着
工

　

      

の
土
地
を
取
得（
取
得
累
計
28　

）

ha

％

○　
　

の
土
地
を
取
得（
取
得
累
計
20　

）

ha ha

％

○
44　

の
土
地
を
取
得（
取
得
累
計
17　

）
%

■「土地造成の計画」の主なポイント

77.2 22　
○

3

キャンパスと都市づくりの目標像として、
「九州大学新キャンパス・マスタープラン2001」と「九州大学学術研究都市構想」
を2001年に決定した。さらに、ウエスト・ゾーンに最初に移転する施設群の
基本的配置等を定める「工学系地区基本設計」を2002年に決定した。

施設用地 キャンパス・コモン

キャンパス・コモン

キャンパス・モール

学園通線

アライバル・ポイント

大学全体の顔

グリーン・コリドー

未来のポテンシャル軸

幹線道路

East Zone
イースト・ゾーン

ウエスト・ゾーン

センター・ゾーン

アカデミック・ゾーン骨格形成の概念

ゾーニングと骨格形成の概念

アカデミック・ゾーン

センター・ゾーン

イースト・ゾーン

ウエスト・ゾーン 農場ゾーン

運動施設ゾーン

保全緑地

平成13 年
■森内閣（平成12年4月～平成13年4月）

■小泉内閣（平成13年4月～平成18年9月）

平
13
・
3

平
14
・
6

平
14
・
3

平
13
・
6

平
13

平
14

■「九州大学新キャンパス・
　マスタープラン2001」の基本的な考え方

2001

航空写真（平成13年）

○
Ⅰ
工
区（
工
学
系
地
区
50　

）の

　

造
成
完
了

■アカデミック・ゾーンの骨格形成の構成概念

利用者の安全性や利便性を確保するため、幹線道路を北側に、歩

行者専用道路である「キャンパス･モール」と緑豊かなオープン

スペースの「キャンパス･コモン」を南側に配置して歩車分離を

図る。

■ゾーニングの全体方針

東西に長い敷地形状等の観点からキャンパス縁辺部の緑地を保全し

ながら中央部に東西に長いアカデミック・ゾーンを設け、その東西に

運動施設ゾーンを、敷地南西部、中央部北側、東部に農場ゾーンを確保

する。

○
17.3　

の
土
地
を
を
取
得（
取
得
累
計
35　

）

ha

ha

ha

○「
工
学
系
地
区
基
本
設
計
」を
決
定

○
8.9　

の
土
地
を
を
取
得（
取
得
累
計
38　

）

○「
九
州
大
学
新
キ
ャ
ン
パ
ス
・
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

　

2
0
0
1
」
を
決
定

○
九
州
大
学
学
術
研
究
都
市
推
進
協
議
会
総
会

　

に
て「
九
州
大
学
学
術
研
究
都
市
構
想
」

　

を
了
承

「九州大学新キャンパス・
マスタープラン2001」（空間モデル）

％ ％
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2003
平成15 年

「工学系地区基本設計」による地区イメージ

高木移植の様子 林床土移植の様子造成後の様子 出土した古墳の副葬品

「センター地区基本設計」による地区イメージ

航空写真（平成14年） 航空写真（平成15年）

●サッカーワールドカップ日韓大会開催

　（平成14年5月-6月）

●SARSの世界的流行（平成15年4月）

○
Ⅲ
工
区
の
造
成
工
事
に
着
工

○「
セ
ン
タ
ー
地
区
基
本
設
計
」を
決
定

○
九
州
芸
術
工
科
大
学
と
統
合

○
7.3　

の
土
地
を
取
得
（
取
得
累
計
41　

）　　

ha

％

平
15
・
2

平
15
・
2

平
15
・
10

平
15

5

航空写真（平成16年）

2004
平成16年

平
16
・
1

平
16

平
16
・
9

給水センター

地下水浸透保全イメージ

（単位：mm / 年）

ビッグオレンジ

理系図書館

○
理
系
図
書
館
竣
工

○
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー
竣
工

○
給
水
セ
ン
タ
ー
竣
工

○
ビ
ッ
グ
オ
レ
ン
ジ
竣
工

○
約
7.1　

の
土
地
を
取
得（
取
得
累
計
44　

）

ha

％

○「
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
ペ
ー
ス
・

　

デ
ザ
イ
ン
マ
ニ
ュ
ア
ル
」を
決
定

○
九
州
大
学 

国
立
大
学
法
人
化

伊都キャンパス全体に上水と実験

及び生活排水を処理した再生水を

配水するため、給水センターを設

置しました。現在、年間の水需要

6.5 万㎥のうち、4.1 万㎥（63%）

を再生水として利用しています。

また、再生水の処理過程を公開し、

環境についての学習が出来るよう、

見学者の動線にも配慮しています。

循環型水利用システム

■伊都キャンパスにおける水循環の考え方

TOPICS
●九州新幹線（新八代 -鹿児島中央間）開業（平成16年3月13日）

キャンパスの各ブロックにおけるパブリックスペースの素材、色彩、植栽、
サイン、光、アート等を共通して構成できるよう、
「パブリックスペース・デザインマニュアル」を決定した。

福岡市水道水

厨房・飲料用

実験用水

空調補給水

0.3万㎥

0.5万㎥

逆浸透膜 濃縮水
1.6万㎥

逆浸透膜 透過水

2.5万㎥

厨房排水 実験排水

下水道

4.6万㎥

上下水道料金=1,000円/㎥

運転費+補修費=200～400円/㎥

2.4万㎥

食堂 研究棟

トイレ

再生処理（①生物 　②精密ろ過膜 　③逆浸透膜）
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2005
平成17年

2005　2008誕生期

航空写真（平成17年）

昭和バス伊都キャンパス乗入れ開始（平成17年 9月）

西鉄バス伊都キャンパス乗入れ開始（平成17年 9月） 糸島市（旧前原市）コミュニティバス運行開始
（平成20年 4月）

水素ステーション

ウエスト3,4 号館周辺状況（平成17年7月）

○
10　

の
土
地
を
取
得（
取
得
累
計
48　

）

第
Ⅰ
期
第
一
陣
移
転

伊
都
キ
ャ
ン
パ
ス
誕
生

平
17

ha

％

TOPICS
●地下鉄七隈線（橋本駅 -天神南駅間）開業（平成17年2月3日）
●福岡西方沖地震（平成17年3月20日）
●JR筑肥線「九大学研都市駅」開業（平成17年9月23日）

ウエスト・ゾーンの「理学系地区基本設計」を決定した。
また、工学系の第2陣が移転し、学生宿舎ドミトリーもオープンした。

公募により名称を「伊都キャンパス」と決定し、
工学系の一部が実験施設群を伴って第1陣として移転した。

西日本新聞（平成17年10月1日）

○
超
顕
微
解
析
研
究
セ
ン
タ
ー
竣
工

○
先
端
加
工
総
合
実
験
棟
竣
工

○
航
空
宇
宙
工
学
部
門
実
験
棟
・

　

知
能
機
械
シ
ス
テ
ム
実
験
棟
竣
工

○
知
能
機
械
シ
ス
テ
ム
実
験
棟
・

　

材
料
工
学
部
門
実
験
棟
竣
工

○
先
端
／
環
境
科
学
特
殊
実
験
室
・

　

精
密
機
械
施
設
竣
工

○
機
械
科
学
大
型
施
設
実
験
棟
竣
工

○
水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
竣
工

○
ウ
エ
ス
ト
３
号
館
竣
工

○
ウ
エ
ス
ト
４
号
館
竣
工

超顕微解析研究センター

航空写真（平成18年）

2006
平成18 年

ha

％

ウエスト4号館定礎式（平成17年5月27日） 伊都キャンパス誕生記念式典（平成17年10月1日）

九大学研都市駅完成披露式典（平成17年10月1日）

第
Ⅰ
期
第
二
陣
移
転

工学部移転説明会（平成17年6月16日）

○
10　

の
土
地
を
取
得（
取
得
累
計
51　

）

平
18
・
1

平
18

○「
理
学
系
地
区
基
本
設
計
」を
決
定

○
生
活
支
援
施
設
ウ
エ
ス
ト
Ⅱ

　
（
愛
称
：
ビ
ッ
グ
ど
ら
）竣
工

○
ウ
エ
ス
ト
２
号
館
竣
工

○
水
素
材
料
先
端
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー

　

(

水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
国
際
研
究
セ
ン
タ
ー)

竣
工

○
伊
都
キ
ャ
ン
パ
ス
学
生
宿
舎

　
（
愛
称
：
ド
ミ
ト
リ
ー
Ⅰ
）竣
工

○
超
高
圧
材
料
実
験
棟

　
(

水
素
材
料
強
度
実
験
棟
）竣
工

ビッグどらオープン以前の飲食風景 (ウエスト4号館 )

ビッグどらオープン以前の仮設の食堂 (ウエスト4号館 )

ビッグどら

■安倍内閣（平成18年9月～平成19年9月）
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航空写真（平成19年）

2007

歓迎フェスティバル元岡豊年花火大会（平成17年11月19日）

歓迎フェスティバル元岡豊年花火大会（平成17年11月19日）

歓迎フェスティバル元岡豊年花火大会（平成17年11月19日）

○
10
　
の
土
地
を
取
得（
取
得
累
計
56
　
）

○
低
温
セ
ン
タ
ー
竣
工

○
構
造
系
独
立
実
験
棟
竣
工

○
都
市
環
境
シ
ス
テ
ム
工
学
実
験
棟
竣
工

○
高
圧
ガ
ス
貯
蔵
室
竣
工

○
環
境
地
盤
材
料
実
験
棟
竣
工

○
海
洋
構
造
工
学
実
験
棟
竣
工

○
電
力
実
験
棟
竣
工

○
高
電
圧
実
験
棟
竣
工

○
超
伝
導
シ
ス
テ
ム
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
竣
工

○
航
空
風
洞
実
験
棟

　(

航
空
低
騒
音
風
洞
実
験
棟)

竣
工

○
超
高
速
空
力
熱
弾
性
実
験
棟
竣
工

○
船
舶
海
洋
性
能
工
学
実
験
棟
竣
工

○
衛
星
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
－
ク
実
験
施
設
竣
工

　(

衛
星
通
信
実
験
棟)

竣
工

○
環
境
シ
ス
テ
ム
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー

　(

附
属
循
環
型
社
会
シ
ス
テ
ム
工
学
研
究
セ
ン
タ
ー)

竣
工

○
水
素
材
料
先
端
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
竣
工

○
先
導
物
質
化
学
研
究
所
竣
工

TOPICS
●参議院選挙で与野党が逆転（ねじれ国会）（平成19年7月）

平
19

■福田内閣（平成19年9月～平成20年9月）

第Ⅰステージ（平成17年～19年度）

移転人口（学生・教職員）総数5,200人

100,000㎡

1,000人

整備面積（～平成19年）

建物延床面積 約161,900㎡

平成19 年

ha

％
航空風洞実験室

ドミトリーⅠ

ウエスト２号館

航空写真（平成20年）

2008

○
16
　
の
土
地
を
取
得（
取
得
累
計
62
　
）

平成20年

ha

％

センター地区航空写真

センター2号館夜景

センター2号館

講義室（センター2号館）

○
加
速
器
施
設
竣
工

TOPICS
●リーマン・ショック（平成20年9月15日）等による世界金融危機

平
20

■麻生内閣（平成20年9月～平成21年9月）

加速器施設

工学系の実験棟群が次々とオープンした。六本松地区の移転を控え、
地域との一体的なまちづくりを検討するタウン・オン・キャンパスまちづくり
推進会議、後のアーバンデザイン会議九大がスタートした。
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11 12

2009
TOPICS
●中国・九州北部豪雨（平成21年7月24-26日）
●民主党に政権交代（平成21年9月）

センターゾーンオープニングセレモニー（平成21年4月6日）

航空写真（平成21年）

2009　2015
平
21

■鳩山内閣（平成21年9月～平成22年6月）

六本松地区よりセンター地区に、比較社会文化研究院、言語文化研究院、
学部1,2年生全員が移転し、伊都地区はさらに活気が増した。

成長期

六
本
松
地
区
の

移
転
完
了

○
生
活
支
援
施
設
竣
工

○
課
外
活
動
施
設
竣
工

○
総
合
体
育
館
竣
工

○
弓
道
場
竣
工

○
総
合
学
習
プ
ラ
ザ
竣
工

○
先
端
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
験
棟
竣
工

○
数
理
学
研
究
教
育
棟
竣
工

○
比
文
・
言
文
研
究
教
育
棟
竣
工

○
ド
ミ
ト
リ
ー
Ⅱ
竣
工

○
稲
盛
財
団
記
念
館
竣
工

○
先
端
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
験
棟
竣
工

○
セ
ン
タ
1
・
2
号
館
竣
工

学生が集うセンター地区九州大学銘板（センター地区）

平成21年

総合学習プラザ

○
67　

の
土
地
を
取
得（
取
得
累
計
87　

）

ha

％

第Ⅱステージ（平成20年～23年度）

移転人口（学生・教職員）5,600人　総数10,800人

整備面積（～平成23年）

建物延床面積 約79,600㎡　累計約242,000㎡

100,000㎡

1,000人

航空写真（平成23年）

2010
平成22年

体育館 伊都ゲストハウス

伊都ゲストハウス完成披露式典（平成24年4月12日）稲盛財団記念館稲盛財団記念館

○
立
体
駐
車
場
竣
工

○
エ
コ
セ
ン
タ
ー
竣
工

○
比
較
社
会
文
化
学
府
等
事
務
部
棟
竣
工

○
課
外
活
動
施
設
Ⅱ
竣
工

○
ア
グ
リ
バ
イ
オ
竣
工

○
17　

の
土
地
を
取
得（
取
得
累
計
94　

）

平
23

■菅内閣（平成22年6月～平成23年9月）

ha

％

○
7.4　

の
土
地
を
取
得（
取
得
累
計
96　

）

ha

％

○
次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
実
証
施
設
竣
工

○
最
先
端
有
機
光
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
竣
工

　

研
究
棟
竣
工

○「
農
学
系
地
区
基
本
設
計
」を
決
定

TOPICS
●前原市・二丈町・志摩町が合併し「糸島市」が誕生（平成22年1月1日）
●東日本大震災（平成23年3月11日）
●九州新幹線（全線）開業（平成23年3月12日）

平
22

平
22
・
3



カーボンニュートラル・エネルギー
国際研究所

TOPICS
●福岡都市高速道路環状線全線開通（平成24年7月21日） ■野田内閣（平成23年9月～平成24年12月）

■安倍内閣（平成24年12月～）

航空写真（平成24年）

2012
平
24
・
5

平
24

平
25
・
3

平成24年

○
9.6　

の
土
地
を
取
得

　
（
取
得
累
計
100　

）

ha

％

○
伊
都
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
竣
工

○
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
・

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
国
際
研
究
所
施
設
竣
工

○
次
世
代
燃
料
電
池
産
学
連
携
研
究
施
設
竣
工

○
九
大
１
０
０
年
ま
つ
り

○
元
岡
土
地
区
画
整
理
事
業
竣
工

九大100年まつり（平成24年5月13日） 九大100年まつり（平成24年5月13日）

九大100年まつり（平成24年5月13日）

航空写真（平成25年）

2014

元岡土地区画整理事業が竣工してまちづくりも進み、
センター地区にも講堂などの主要な施設がオープンした。

九大ゲートブリッジ渡り初め (平成26年3月16日 )

椎木講堂で初めての学位記授与式 (平成26年3月25日 )

椎木講堂落成式 (平成26年3月4日 )

九大ゲートブリッジ

九大ゲートブリッジ開通式典 (平成26年3月16日 )

○
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
テ
ー

　

初
め
て
伊
都
で
開
催

○
セ
ン
タ
ー
3
号
館(

基
幹
教
育
院
棟)

竣
工

○
九
大
ゲ
ー
ト
ブ
リ
ッ
ジ
竣
工

○
椎
木
講
堂
竣
工

○
伊
都
協
奏
館
竣
工

○
ド
ミ
ト
リ
ー
Ⅲ
竣
工

○
先
導
物
質
化
学
研
究
所
竣
工

○
Ｒ
Ｉ
総
合
セ
ン
タ
ー
竣
工

○
国
際
宇
宙
天
気
科
学
・
教
育
セ
ン
タ
ー
竣
工

航空写真 (平成26年、提供 福岡市） 

平
24

平成26年
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伊都で初めての九州大学ホームカミングデー開催
(平成26年10月18日 )

センター地区よりウエスト1号館を望む

伊都協奏館 共進化社会システムイノベーション施設開所式（平成27年6月22日）

理
学
系
部
局
移
転

共進化社会システムイノベーション
センター

ウエスト1号館

2015

航空写真（平成27年、提供 福岡市）

○
総
合
研
究
棟（
理
学
系
）竣
工

○
ウ
エ
ス
ト
ゾ
ー
ン
立
体
駐
車
竣
工

○
共
進
化
社
会
シ
ス
テ
ム
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

　
セ
ン
タ
ー
竣
工

○
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
・
エ
ネ
ル
ギ
ー

　
国
際
研
究
所
第
2
研
究
棟

平
27
・
10

平成27年 2016

中央図書館、人文社会科学系、農学系が2018年度までに移転し、
学生と教職員18,700人のキャンパスとなる。

理学系が移転し、ファストフード、カフェの入居する「ビッグリーフ」、
学生集会所「亭亭舎」や書店などの入居する「皎皎舎」などがオープンし、福利厚
生面もさらに充実してきた。

平成28年
平成30年

○（
仮
称
）イ
ー
ス
ト
1
・
2
号
館
竣
工
予
定

○（
仮
称
）ウ
エ
ス
ト
5
号
館
竣
工
予
定

○
中
央
図
書
館
竣
工
予
定

（仮称）イースト1・2号館完成予想イメージ

展望室（遺跡展示等）

中央図書館完成予想イメージ

2018

人
文
社
会
科
学
系
・

農
学
系
移
転

2016　2018発展期

こう  こう  しゃてい てい  しゃ
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（仮称）ウエスト5号館完成予想イメージ

ウエスト5号館（農学系総合研究棟）

柑橘等

柑橘等
8号調整池

南ゲート

7号調整池

元岡古墳群

ブドウ

ナシ

桑園

桑園

第Ⅲステージ（平成24年～平成30年度）

移転人口（学生・教職員）7,900人　総数18,700人

整備面積（～平成30年）

建物延床面積276,582㎡　累計518,542㎡

100,000㎡

1,000人

農場エリア整備イメージ

2019

糸島半島を1次圏とする九州大学学術研究都市構想は、
産官学で組織する九州大学学術研究都市推進協議会によって2001年に決定し、
その後設立したOPAＣK（公益財団法人九州大学学術研究都市推進機構）を基軸に、
経済界、自治体、九州大学でその実現に向け取り組んでいる。
伊都キャンパスを核とする学術研究都市の成熟を2030年頃と見込んでいる。

平成31年

2019成熟期

筑前前原

久大研究都市駅

元岡集落

桑原集落

ウエスト・ゾーン

イースト・ゾーン

田園ゾーン

南側地区

北側地区

保全緑地

保全緑地

九州大学新キャンパス

産学連携施設（科学技術研究特区、
民間研究施設等）

生活支援

本部事務

西側地区

農場ゾーン

農場ゾーン

農場ゾーン

運動施設
ゾーン

運動施設
ゾーン

展示情報発信

産学連携

国際交流

地域連携

ｺﾝﾍﾞﾝｼｮﾝ
センター・ゾーン

理学・数理学・工学・
システム情報科学・農学等

人文科学、法学、経済学、
人間環境学、比較社会文
化、言語文化　等

居住・宿泊

全学教育

居住機能・生活サポート機能

居住・生活サポート機能

■1次圏の空間構成の基本的考え方 ■タウン・オン・キャンパスの整備のイメージ図

■九州大学学術研究都市構想 (平成13年6月)における将来像のイメージ図
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